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経
済
の
現
状

　

A
S
E
A
N
経
済
共
同
体
（
A
E
C　

A
SEA

N
Econom

ic
C
om
m
unity

）

の
発
足
を
15
年
末
に
控
え
る
な
か
、
各
国

企
業
の
A
S
E
A
N
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
関
心

は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
方
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
タ
イ
と
い
っ
た
主
要
国
を
中

心
に
A
S
E
A
N
の
景
気
は
足
元
で
減
速

傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
A
S
E
A
N

各
国
で
事
業
を
展
開
す
る
際
に
は
経
済
統

合
に
伴
う
制
度
面
の
変
化
の
み
な
ら
ず
、

足
元
の
景
気
の
減
速
要
因
や
今
後
の
景
気

見
通
し
に
も
十
分
に
配
慮
す
る
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

A
S
E
A
N
の
名
目
G
D
P
の
9
割
を
占

め
る
A
S
E
A
N
5
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
景
気
の
現
状
を
整
理
し
、

15
年
の
動
向
を
展
望
す
る
。

　

ま
ず
、
A
S
E
A
N
5
全
体
の
景
気
動

向
を
確
認
す
る
。
A
S
E
A
N
の
産
業
構

造
や
貿
易
・
投
資
構
造
は
国
ご
と
に
大
き

く
異
な
っ
て
お
り
、
景
気
の
方
向
感
に
も

バ
ラ
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
み
る

と
景
気
は
減
速
傾
向
に
あ
る
。
実
質

G
D
P
（
国
内
総
生
産
）
成
長
率
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
比
較
的
堅

調
に
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

A
S
E
A
N
の
名
目
G
D
P
の
約
35
％
の

シ
ェ
ア
を
占
め
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
緩
や

か
な
鈍
化
と
約
15
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る

タ
イ
の
低
迷
を
受
け
て
、
13
年
入
り
後
か

ら
鈍
化
傾
向
に
あ
る
（
図
1
、
17
㌻
）。

　

足
元
に
か
け
て
の
景
気
減
速
の
主
因
と

し
て
は
、
以
下
の
2
点
を
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
輸
出
の
低
迷
で
あ
る
。

A
S
E
A
N
5
の
実
質
貿
易
・
サ
ー
ビ
ス

輸
出
の
伸
び
率
は
、
11
年
か
ら
12
年
後
半

に
か
け
て
大
幅
に
鈍
化
し
た
後
、
13
年
半

ば
以
降
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

を
牽け

ん

引い
ん

役
と
し
て
持
ち
直
し
に
転
じ
て
い

た
が
、
14
年
後
半
以
降
、
再
び
鈍
化
傾
向

に
あ
る
（
図
2
、
17
㌻
）。
各
国
の
輸
出

低
迷
の
背
景
と
し
て
は
、
住
宅
市
場
の
調

整
が
本
格
化
し
始
め
た
中
国
経
済
の
減
速

や
そ
れ
に
伴
う
ア
ジ
ア
各
国
の
景
気
低
迷

と
い
っ
た
景
気
循
環
要
因
の
ほ
か
、
ア
ジ

ア
新
興
国
で
の
産
業
集
積
の
進
展
に
伴
う

現
地
調
達
率
の
上
昇
と
輸
入
比
率
の
低
下

と
い
っ
た
構
造
要
因
を
指
摘
で
き
る
。
ち

な
み
に
、
世
界
経
済
、
と
り
わ
け
中
国
経

済
の
減
速
に
伴
う
資
源
需
要
の
減
退
や
米

国
の
金
融
政
策
の
変
化
を
受
け
た
商
品
市

況
へ
の
資
本
流
入
の
縮
小
に
よ
り
、
1
次

産
品
の
国
際
価
格
が
大
幅
に
下
落
し
て
お

り
、
各
国
の
食
料
品
や
資
源
輸
出
は
価
格

面
で
も
下
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
個

別
の
要
因
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

力
強
い
持
ち
直
し
は
期
待
薄

成
長
率
は
総
じ
て
前
年
並
み
か

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
研
究
員

熊
谷
章
太
郎

15年のASEAN経済見通し 解 説

　
2
0
1
5
年
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
経
済
は
、
消
費
を
中
心
に
内
需
が
堅
調
に
推
移
す
る
も
の
の
、

脆ぜ
い

弱じ
ゃ
くな

世
界
経
済
を
背
景
に
外
需
の
低
迷
が
続
く
と
と
も
に
、
財
政
赤
字
の
削
減
や
家
計
債
務
の
抑
制
に
向
け
た
引
き

締
め
気
味
の
財
政
・
金
融
政
策
に
よ
る
下
押
し
圧
力
が
続
き
、
景
気
の
力
強
い
持
ち
直
し
は
期
待
で
き
な
い
。
総
じ
て
み

れ
ば
、
成
長
率
は
前
年
並
み
の
水
準
に
と
ど
ま
る
と
見
込
ま
れ
る
。
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は
精
錬
さ
れ
て
い
な
い
未
加
工
鉱
石
の
輸

出
を
抑
制
す
る
新
鉱
業
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
が
輸
出
の
下
押
し
に
作
用
し
た
ほ
か
、

タ
イ
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
世
界
的
な
普
及
に
伴
う
H
D
D

（H
ard

D
isc
D
rive

）
か
ら
S
S
D

（Solid
State

D
rive

）
へ
の
需
要
シ
フ

ト
が
、
世
界
有
数
の
H
D
D
生
産
国
で
あ

る
同
国
の
輸
出
を
下
押
し
て
い
る
。
ま
た
、

財
貿
易
の
増
勢
鈍
化
を
受
け
て
、
運
輸
や

保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
財
貿
易
に
付
随
す
る

サ
ー
ビ
ス
輸
出
の
増
勢
も
鈍
化
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
も
、
14
年
前
半

の
タ
イ
の
政
治
混
乱
や
2
度
の
マ
レ
ー
シ

ア
航
空
の
事
故
を
受
け
た
外
国
人
観
光
客

の
減
少
な
ど
を
背
景
に
低
迷
が
続
い
て
い

る
。

　

第
二
に
、
公
共
投
資
や
設
備
投
資
の
増

勢
鈍
化
で
あ
る
。
実
質
総
固
定
資
本
形
成

の
伸
び
率
は
、
各
国
で
13
年
入
り
以
降
鈍

化
し
て
い
る
（
図
3
）。
増
勢
鈍
化
の
背

景
は
国
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
輸
送
機
械
業
の
設
備
投
資
の

一
巡
、
13
年
半
ば
以
降
の
急
速
な
通
貨
安

へ
の
対
応
策
と
し
て
の
金
融
引
き
締
め
、

14
年
前
半
の
総
選
挙
を
控
え
た
投
資
マ
イ

ン
ド
の
慎
重
化
な
ど
が
投
資
の
増
勢
鈍
化

に
作
用
し
た
。
タ
イ
で
は
、
11
年
秋
口
の

大
洪
水
後
の
復
興
需
要
が
一
巡
し
た
こ
と

に
加
え
、
輸
出
の
低
迷
や
国
内
自
動
車
販

売
の
減
少
を
背
景
に
輸
出
関
連
製
造
業
の

設
備
投
資
の
低
迷
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、

13
年
後
半
か
ら
14
年
前
半
に
か
け
て
の
政

治
混
乱
の
拡
大
も
、
大
型
外
国
直
接
投
資

の
許
認
可
審
査
の
停
滞
や
公
共
事
業
の
予

算
執
行
の
遅
れ
を
通
じ
て
投
資
を
下
押
し

し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
向
け
た
公
共
投
資
は
堅
調
に
推
移
し

た
も
の
の
、
家
計
債
務
の
抑
制
に
向
け
た

不
動
産
ロ
ー
ン
の
規
制
強
化
な
ど
を
背
景

に
住
宅
投
資
が
鈍
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
、
不
動
産
価
格
抑
制

に
向
け
た
印
紙
税
の
引
き
上
げ
や
ロ
ー
ン

規
制
の
強
化
な
ど
を
受
け
て
、
住
宅
投
資

の
増
勢
が
鈍
化
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
、
13
年
後
半
は
台
風
ヨ
ラ
ン
ダ
の
被

害
を
受
け
て
公
共
工
事
が
遅
延
し
た
ほ
か
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
わ
る
「
政
府
支
出
促

進
計
画
」
に
対
し
て
違
憲
判
決
が
出
さ
れ

た
こ
と
で
予
算
執
行
が
遅
れ
た
こ
と
、
さ

ら
に
は
イ
ン
フ
レ
率
の
上
昇
を
受
け
た
利

上
げ
観
測
の
高
ま
り
も
14
年
後
半
の
投
資

を
下
押
し
し
た
。

　

他
方
、
民
間
消
費
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
財
政
赤
字

の
削
減
に
向
け
た
燃
料
価
格
抑
制
に
向
け

た
補
助
金
削
減
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ペ

ソ
安
に
伴
う
輸
入
物
価
の
上
昇
が
家
計
の

実
質
購
買
力
の
低
下
に
作
用
し
て
い
る
も

の
の
、
タ
イ
を
除
い
て
各
国
と
も
堅
調
に

推
移
し
て
い

る
（
図
4
、

18
㌻
）。
消

費
が
堅
調
に

推
移
し
て
い

る
背
景
と
し

て
は
、
人
口

増
加
や
1
人

あ
た
り
の
所

得
水
準
向
上

に
伴
う
耐
久

消
費
財
の
普

及
と
い
っ
た

中
長
期
的
な
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（注）合計･国別寄与度は、「現地通貨建て実質成長率×名目ドル
建てのシェア（後方4四半期平均）」で計算。▲はマイナス

(出所）各国統計を基に日本総研作成

〈図1〉ASEAN5の実質GDP（前年同期比）

（注）合計･国別寄与度は、「現地通貨建て実質成長率×名目ドル
建てのシェア（後方4四半期平均）」で計算。▲はマイナス

(出所）各国統計を基に日本総研作成

〈図2〉ASEAN5の実質貿易･サービス輸出
　　  （前年同期比）

（注）合計･国別寄与度は、「現地通貨建て実質成長率×名目ドル
建てのシェア（後方4四半期平均）」で計算。▲はマイナス

(出所）各国統計を基に日本総研作成

〈図3〉ASEAN5の実質総固定資本形成
　　  （前年同期比）         
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成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
多
く
の
国
で
続
い
て

い
る
こ
と
や
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
労
働
市
場
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く

を
背
景
に
賃
金

の
上
昇
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘

で
き
る
。
な
お
、
タ
イ
で
は
、
12
年
末
の

自
動
車
購
入
支
援
策
の
終
了
後
の
反
動
減

が
依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
に
加

え
、
14
年
前
半
に
か
け
て
の
政
治
混
乱
の

拡
大
を
受
け
て
消
費
マ
イ
ン
ド
が
大
幅
に

悪
化
し
た
こ
と
か
ら
、
A
S
E
A
N
5
の

中
で
は
唯
一
消
費
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
低
金
利
・
低
イ
ン
フ
レ
・
低

失
業
率
・
平
均
賃
金
の
上
昇
と
い
っ
た
、

消
費
を
取
り
巻
く
良
好
な
環
境
は
依
然
と

し
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
政
治
情
勢
の
鎮

静
化
を
受
け
て
14
年
央
以
降
、
消
費
マ
イ

ン
ド
は
改
善
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

15
年
の
A
S
E
A
N
経
済

　

続
い
て
、
15
年
の
景
気
動
向
を
展
望
す

る
。
景
気
の
方
向
感
は
国
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
る
も
の
の
、
A
S
E
A
N
全
体

と
し
て
は
、
良
好
な
雇
用
環
境
を
背
景
に

民
間
消
費
が
堅
調
に
推
移
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
た
動
き
も
加
速
す

る
結
果
、
内
需
の
増
勢
が
加
速
す
る
と
見

込
ま
れ
る
。
も
っ
と
も
、
脆
弱
な
世
界
経

済
や
資
源
需
要
の
増
勢
鈍
化
を
背
景
に
輸

出
の
増
勢
は
弱
い
状
況
が
続
く
こ
と
に
加

え
、
財
政
赤
字
や
家
計
債
務
問
題
を
抱
え

る
国
で
は
引
き
続
き
抑
制
的
な
財

政
・
金
融
ス
タ
ン
ス
が
続
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
総
じ
て
み
れ
ば

A
S
E
A
N
5
の
成
長
率
は
14
年

と
同
程
度
の
水
準
に
と
ど
ま
る
と

見
込
ま
れ
る
。

　

各
国
の
景
気
の
ポ
イ
ン
ト
を
見

る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
14

年
7
月
に
誕
生
し
た
ジ
ョ
コ
政
権

の
も
と
で
、
貧
困
層
対
策
や
「
海

洋
国
家
」
を
目
指
し
た
港
湾
整
備

の
進
展
が
景
気
の
押
し
上
げ
に
作

用
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
た
だ
し
、

資
源
価
格
の
低
迷
が
輸
出
を
価
格

面
か
ら
下
押
し
す
る
と
と
も
に
、
燃
料
補

助
金
の
削
減
を
受
け
た
イ
ン
フ
レ
率
の
上

昇
に
よ
り
家
計
の
実
質
購
買
力
が
低
下
す

る
ほ
か
、
利
上
げ
が
耐
久
財
消
費
や
投
資

へ
の
下
押
し
圧
力
と
し
て
作
用
す
る
と
み

ら
れ
る
た
め
、
成
長
率
は
14
年
と
同
程
度

に
と
ど
ま
る
と
見
込
ま
れ
る
。
な
お
、
国

会
で
は
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
氏
を
中
心
と
し
た
反

ジ
ョ
コ
勢
力
が
多
数
派
を
占
め
て
お
り
、

国
会
と
の
ね
じ
れ
に
よ
り
政
策
が
停
滞
す

る
リ
ス
ク
も
残
存
し
て
い
る
。

　

タ
イ
で
は
、
こ
れ
ま
で
審
査
が
停
滞
し

て
い
た
大
型
の
外
国
投
資
案
件
の
許
認
可

の
再
開
、
14
年
度
（
13
年
10
月
～
14
年
9

月
）
の
未
消
化
予
算
の
執
行
、
15
年
度
予

算
の
前
倒
し
な
ど
に
よ
り
、
投
資
が
持
ち

直
す
と
見
込
ま
れ
る
。
消
費
に
つ
い
て
も
、

良
好
な
消
費
環
境
が
続
く
な
か
、
自
動
車

販
売
の
反
動
減
が
解
消
に
向
か
う
に
つ
れ

て
次
第
に
堅
調
さ
を
取
り
戻
す
だ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
前
年
の
低
成
長
の
反
動
も
あ

り
、
実
質
G
D
P
成
長
率
は
前
年
か
ら
加

速
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
政
治
動
向
で
は
、

10
月
ご
ろ
に
総
選
挙
を
経
て
民
政
に
復
帰

す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
14
年
10

月
に
発
足
し
た
「
国
家
改
革
議
会
」
に
よ

り
政
治
・
経
済
改
革
が
今
後
進
展
し
、
総

選
挙
後
も
政
治
の
安
定
性
が
確
保
さ
れ
る

か
が
最
大
の
注
目
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
良
好
な
雇
用
環
境

が
消
費
を
下
支
え
す
る
ほ
か
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
計
画
に
沿
っ
た
公
共
投
資
の
拡
大
な

ど
も
見
込
ま
れ
、
景
気
は
底
堅
さ
を
維
持

す
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
13
年
後
半
以

降
、
景
気
の
牽
引
役
と
な
っ
て
き
た
輸
出

の
増
勢
鈍
化
を
受
け
て
、
成
長
率
は
前
年

か
ら
鈍
化
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
な
お
、

足
元
で
は
原
油
価
格
の
大
幅
下
落
に
よ
り
、

歳
入
の
約
3
割
に
相
当
す
る
資
源
関
連
企

業
か
ら
の
法
人
税
収
や
配
当
の
減
少
が
予

想
さ
れ
て
お
り
、
財
政
赤
字
の
悪
化
に
対

す
る
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
財

政
赤
字
の
拡
大
回
避
に
向
け
て
公
共
投
資

の
実
施
が
見
送
ら
れ
れ
ば
、
投
資
の
増
勢

鈍
化
も
避
け
ら
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
良
好
な
雇
用
環

境
を
背
景
に
消
費
が
堅
調
に
推
移
す
る
一

方
、
ア
ジ
ア
各
国
で
の
輸
出
の
低
迷
に
伴

い
物
流
・
港
湾
関
連
業
種
で
の
低
迷
が
続

く
ほ
か
、
国
内
の
不
動
産
価
格
抑
制
に
向

け
た
各
種
政
策
が
建
設
業
、
不
動
産
業
、

金
融
仲
介
業
な
ど
の
下
押
し
圧
力
と
し
て

も
作
用
す
る
た
め
、
景
気
は
14
年
と
同
程

度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
ち
な
み
に
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
15
年
の
実
質

G
D
P
成
長
率
の
見
通
し
を
前
年
比
＋

2
・
0
～
4
・
0
％
と
し
て
お
り
、
14

年
見
通
し
（
同
＋
3
・
0
％
）
か
ら
上
振

8
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フィリピン
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（注）合計･国別寄与度は、「現地通貨建て実質成長率×名目ドル
建てのシェア（後方4四半期平均）」で計算。▲はマイナス

(出所）各国統計を基に日本総研作成

〈図4〉ASEAN5の実質民間消費（前年同期比）
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れ
・
下
振
れ
双
方
の
可
能
性
が
あ
る
と
み

て
い
る
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
輸
出
シ
ェ
ア
の
高

い
米
国
の
景
気
回
復
や
米
国
で
の
利
上
げ

観
測
の
高
ま
り
に
伴
う
対
ド
ル
で
の
ペ
ソ

安
を
背
景
に
、
A
S
E
A
N
5
内
で
は
相

対
的
に
輸
出
が
堅
調
に
推
移
す
る
と
見
込

ま
れ
る
。
ペ
ソ
安
は
輸
入
物
価
の
上
昇
を

通
じ
て
家
計
の
購
買
力
の
低
下
圧
力
と
し

て
作
用
す
る
も
の
の
、
輸
入
の
2
割
を
占

め
る
鉱
物
性
燃
料
の
価
格
下
落
が
イ
ン
フ

レ
抑
制
に
作
用
す
る
こ
と
に
加
え
、
ペ
ソ

安
を
背
景
と
し
た
在
外
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

送
金
の
増
加
が
下
支
え
と
な
り
、
消
費
は

引
き
続
き
堅
調
に
推
移
す
る
と
見
込
ま
れ

る
。

　

な
お
、
15
年
末
に
は
A
E
C
の
発
足
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
A
E
C
は

A
S
E
A
N
各
国
が
中
期
的
に
目
指
す
域

内
の
緩
や
か
な
経
済
統
合
の
枠
組
み
で
あ

り
、
15
年
末
を
境
に
各
国
の
貿
易
・
投
資

制
度
な
ど
が
激
変
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

非
関
税
障
壁
の
撤
廃
や
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
の
分
野
を
中
心
に
、
当
初
の
行
動
計

画
に
記
載
さ
れ
た
項
目
の
期
限
内
の
完
全

実
施
は
事
実
上
困
難
と
な
っ
て
お
り
、

A
S
E
A
N
後
発
国
の
外
資
規
制
の
緩
和

な
ど
も
含
め
て
16
年
以
降
段
階
的
に
進
め

ら
れ
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、

A
E
C
は
中
長
期
的
に
は
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
も
の
の
、
各
国
へ
の
短
期
的
な

景
気
へ
の
影
響
は
限
ら
れ
よ
う
。

日
系
企
業
か
ら
み
た
A
S
E
A
N

　

最
後
に
、
我
が
国
の
企
業
に
と
っ
て
の

A
S
E
A
N
の
位
置
付
け
を
整
理
し
、
中

期
的
な
投
資
動
向
を
展
望
す
る
。
ま
ず
、

A
S
E
A
N
内
で
最
大
の
投
資
先
で
あ
る

タ
イ
で
は
、
労
働
集
約
的
な
分
野
で
の
ミ

ャ
ン
マ
ー
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の

国
際
分
業
や
こ
れ
ら
の
国
へ
の
事
業
拡
大

を
睨に

ら

ん
だ
拠
点
と
し
て
の
魅
力
が
一
段
と

高
ま
っ
て
お
り
、
輸
送
機
械
・
電
気
機
械

な
ど
の
高
付
加
価
値
の
製
造
業
を
中
心
に

投
資
が
堅
調
に
推
移
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
中
間
所
得
層
の
拡
大
を
背
景
に
、

小
売
り
や
飲
食
な
ど
の
非
製
造
業
の
分
野

で
も
投
資
は
増
加
傾
向
が
続
く
だ
ろ
う
。

な
お
、
政
治
混
乱
が
再
燃
す
る
リ
ス
ク
は

完
全
に
は
払ふ

っ

拭し
ょ
く

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
の
政
治
デ
モ
は
バ
ン
コ
ク
市
内

で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
工
業
団
地
や
港
湾

に
は
大
き
な
悪
影
響
が
生
じ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
仮
に
政
治
混
乱

が
再
燃
し
た
と
し
て
も
製
造
業
へ
の
生
産

活
動
や
輸
出
へ
の
影
響
は
限
定
的
な
も
の

に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
タ
イ

と
の
国
際
分
業
先
と
し
て
、近
年
、政
治
・

経
済
改
革
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
と
り
わ
け
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ダ
ウ
ェ
イ
経
済
特

区
を
は
じ
め
と
す
る
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
境
付
近
の
経
済
特
区
・
工
業
団
地
は
ま

だ
開
発
途
上
に
あ
り
、
労
働
集
約
的
な
産

業
の
国
際
分
業
は
、
当
面
ラ
オ
ス
や
カ
ン

ボ
ジ
ア
と
の
間
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。

　

タ
イ
に
次
ぐ
A
S
E
A
N
第
二
の
投
資

先
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

タ
イ
と
同
様
、
輸
送
機
械
産
業
で
の
産
業

集
積
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
鉄
鋼
や
電
気
機

械
な
ど
の
関
連
産
業
と
併
せ
て
製
造
業
の

投
資
が
増
加
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
A
S
E
A
N
最
大
の
人
口
・
経
済

規
模
を
有
し
て
い
る
同
国
の
中
間
層
の
消

費
需
要
取
り
込
み
に
向
け
て
、
小
売
り
な

ど
の
分
野
で
も
積
極
的
な
投
資
が
行
わ
れ

る
だ
ろ
う
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
タ
イ
と
同
水
準
の
イ

ン
フ
ラ
を
有
し
て
お
り
、
タ
イ
よ
り
も
自

然
災
害
リ
ス
ク
が
低
く
政
治
的
安
定
度
も

高
い
こ
と
に
加
え
、
単
純
労
働
者
の
英
語

力
も
高
い
こ
と
か
ら
、
半
導
体
な
ど
の
高

付
加
価
値
の
製
造
業
の
生
産
地
と
し
て
の

魅
力
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ラ
ル
食

品
の
テ
ス
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
地
と
し

て
も
注
目
を
集
め
て
お
り
、
南
ア
ジ
ア
や

中
東
向
け
の
事
業
を
視
野
に
入
れ
た
食
品

関
連
製
造
業
か
ら
の
投
資
が
増
加
し
て
い

く
と
見
込
ま
れ
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
A
S
E
A
N
の
中

で
も
特
に
法
制
度
や
行
政
手
続
き
の
透
明

性
が
高
い
こ
と
、
手
厚
い
税
務
上
の
優
遇

措
置
が
存
在
す
る
こ
と
、
高
度
人
材
の
確

保
が
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、

研
究
開
発
（
R
&
D
）
の
拠
点
や
地
域
統

括
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
動
き
が
強
ま
っ

て
い
る
。
な
お
、
同
国
に
隣
接
す
る
マ
レ

ー
シ
ア
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル
で
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
と
一
体
と
な
っ
た
開
発
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
同
地
域
の
開
発
が
進
め
ば
、

不
動
産
コ
ス
ト
の
高
騰
や
人
手
不
足
と
い

っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
投
資
受
け
入
れ
の

制
約
も
緩
和
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
他
の
A
S
E
A
N
諸

国
と
の
地
理
的
な
距
離
が
制
約
と
な
っ
て

お
り
、
経
済
統
合
の
進
展
に
も
か
か
わ
ら

ず
製
造
業
の
域
内
国
際
分
業
は
活
発
化
し

な
い
と
見
込
ま
れ
る
が
、
中
国
・
米
国
・

日
本
向
け
電
子
機
器
製
品
の
輸
出
の
拠
点

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
国

は
A
S
E
A
N
5
の
中
で
は
相
対
的
に
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
短
期
的
に

は
そ
れ
ら
が
事
業
の
障
害
と
な
る
一
方
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
需
要
の
高
ま
り
を
見
越
し

て
イ
ン
フ
ラ
関
連
企
業
に
よ
る
事
業
展
開
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は
活
発
化
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、

英
語
が
公
用
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

（
B
P
O
）の
分
野
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
国
の
投
資
先
と
し
て

の
位
置
付
け
は
国
ご
と
に
異
な
る
が
、
総

じ
て
み
れ
ば
我
が
国
の
A
S
E
A
N
向
け

の
投
資
は
い
ず
れ
の
国
に
対
し
て
も
増
加

傾
向
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。

結
語

　

15
年
の
A
S
E
A
N
景
気
は
や
や
力
強

さ
に
欠
く
も
の
と
な
り
、
景
気
面
か
ら
は

A
S
E
A
N
向
け
投
資
へ
の
力
強
い
追
い

風
は
期
待
で
き
な
い
も
の
の
、
中
長
期
的

な
市
場
拡
大
や
経
済
統
合
を
背
景
に
、
我

が
国
の
A
S
E
A
N
各
国
へ
の
事
業
は
引

き
続
き
拡
大
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
。

な
お
、
近
年
は
日
本
か
ら
A
S
E
A
N
に

向
か
う
動
き
に
加
え
て
、
観
光
や
投
資
な

ど
の
分
野
に
お
い
て
A
S
E
A
N
か
ら
日

本
に
向
か
う
動
き
も
出
始
め
て
お
り
、
今

後
、
日
本
と
A
S
E
A
N
の
経
済
関
係
は

双
方
向
で
一
段
と
深
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
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